

















































































































































riding VAなどでMagerl法が困難な場合はC1外側塊screwとC2 lamina screw
を併用した固定法を選択した。基本的には腸骨移植を行うが、歯突起骨折で
C1/2椎間関節部の骨折を合併し、骨癒合後に抜釘を想定した症例には骨移植
を行わなかった。
【結果】手術時平均年齢は65.1歳。環軸椎亜脱臼が4例（内RA3例）、歯突起骨1例、
軸椎骨折3例であった。軸椎骨折症例の内1例は歯突起前方screw固定の後経
過中に椎体前面の皮質がbreak offし、再手術として施行された症例であった。
固定方法としてはMagerl法3例(hook併用2例、Brooks法1例)、C1外側塊screw
とC2片側lamina+片側pedicle screw併用法が5例であった。全例で最終的には
骨癒合が得られた。
【考察】C2 lamina screwを用いた固定方法は2004年Wrightらにより報告され
た。当科ではMagerl法を選択する場合が多いが、VAの走行などによりscrew
刺入困難な症例にはlamina screwを使用している。最終的な骨癒合は特にそ
れぞれの固定法で差は見られなかった。
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日赤病院間人事交流制度の提案−そのメリットと問題点
武蔵野赤十字病院　整形外科
○原
はら
　　慶
のぶひろ
宏、山崎　隆志、小久保吉恭、浅井　秀明
臨床に携わる医師にとって自らの医療知識・技術を向上させ優秀な医師にな
りたいという願いは普遍的なものであり、特に若手・中堅医師にはその傾向
が強い。ところが昨今の医療技術は急速に高度化しており、単一施設にて習
得可能な技術には限りがある。そのため高い目的意識を持った若手医師は複
数の施設で研鑚を行うことで高度技術習得を目指すことが多い。しかしなが
ら日赤病院を含め市中病院に勤務する勤務医は職務に専念する義務があるた
め、他の施設で研鑚を積むハードルは非常に高い。そこで全国の日赤病院整
形外科部長の賛同により日赤病院間で人事交流制度が提案され、今回演者自
身がこの制度を利用して研修を行ったのでそのメリットおよび問題点につい
て報告する。
演者は2015年に2週間唐津赤十字病院にて研修し、交換として1名の若手医師
が当院整形外科にて研修した。演者は過去数年間脊椎内視鏡手術を実施して
いたが技術的な壁を感じ今後も本手術を続けるか否か悩んでいた。そこでエ
キスパートのもとで研修を行い今後の方向性を決めることが今回の研修の目
的であった。
人事交流における当該医師のメリットは（１）休職ではなく給与が支給され
るため経済面の心配が少ない（２）交換の医師がおり自分の抜けた穴で負担
をかけるとの心配が少ない（３）日赤間交流のため事務連絡がスムーズで、
事務職員が多くを手配可能、等が挙げられる。病院側のメリットは（１）人
事交換であり欠員による診療遅滞を最小限に抑えられる（２）制度をアピー
ルすることで若手医師にとってより魅力的な病院群・研修システムとなり医
師確保が容易になる（３）交流を行った医師のフィードバックにより病院全
体の診療レベルを向上できる、などがある。問題点としては小規模な病院で
は仮に交換の医師がいたとしても欠員の影響が少なくないことなどが考えら
れる。
本人事交流制度は医師・病院双方に魅力的なものであり今後の普及を期待する。
